
独自の姿勢推定AIエンジンを使い高精度な学習済モデルの生成、推論の高速化を実現
通常、教師データの作成には少なくとも数十万以上もの膨大な動画データとアノテーションが必要ですが。「VP-Motion」では、
既に大規模な学習済モデルが組み込んであります。その上で追加学習を行うため、少量のデータ追加で、精度の高い解析と大幅な
学習時間の短縮を実現しています。

「画像ベース行動解析機能」では、背景、物体、色味等、周りの情報を含め
て学習することにより、行動解析をおこないます。
手に持つ工具や作業対象の装置などの人体周辺の画像情報も含めて検知
できるため、使用範囲が広がりました。
・工具、部品など何を持っているかで分類が変わる行動
・製品や装置の種類など作業対象物によって分類が変わる行動
・作業台の上の作業など腕や上半身しか映っていない映像の行動解析

これまで、上半身のみの映像の場合、骨格を正確に捉
えることが難しかったのですが、「上半身モード」を追
加したことにより、上半身のみの映像でも、骨格を捉
えることができるようになりました。

〈新機能！〉画像ベースの行動解析機能 「上半身モード」の追加



8時間の動画分類に１時間
１時間×100人分

　  ＝100時間

教師データ作成 学習 行動解析
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教師データ
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特定行動に名前（ラベル）を
付けた教師データの作成

教師データ+骨格情報で学習を行い
学習済モデルを生成

学習済モデルを用い
カメラ映像から特定行動を検出

特定行動や作業の検出精度が不十分な場合は、教師データ作成と学習を繰り返します

３つのプログラムが標準添付
VP-Motionには、教師データ作成ツール「VP-Motion Annotator」、学習
プログラム「VP-Motion Trainer」、監視システム「VP-Motion Monitor」の
３つのプログラムが標準添付されています。

費用対効果の例として、作業者100人の作業が録画された動画データから作業内容の分類を行う際に、手作業の場合とVP-Motion
を活用した場合の、作業時間やコストを比較すると以下のような削減効果が見込めます。

分類作業者
１人あたりの人件費

100時間×5,000円
×12ヶ月

         ＝6,000,000円

VP-Motionによる
自動分類は人件費0円

基本パッケージのみ

      ＝798,000円

作
業
工
数
の
削
減 作業時間 約90%削減 作業コスト 約86%削減

作
業
コ
ス
ト
の
削
減

手作業による
作業者100人の分類

VP-Motionによる
AIの自動分類

8時間の動画分類に0.1時間
0.１時間×100人分

　　＝10時間

VP-Motion 導入での費用対効果

VP-Motionは用途制限が
ありません。学習させたい
特定行動やモニタリングし
たい映像は、環境や場所に
よって様々なニーズが存在
します。ここではよく利用
されるシーンの一例をご紹
介します。


